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夜	 

	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 

夜	 
 

     	 	 	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 

オ
フ
䣵
ス
に	 

	 

誰
も	 

居
な
い	 

	 

	 
	 
	 
	 
	 
	 

要
ら
な
い	 

	 	 	 	 	 

夜	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 

夜

	 

	 

二	 



	 	 

解
決	 

	 

有	 

	 

無	 
	 	 	 	 	 	 	 

	 

	 

	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 

	 

	 	 	 

三	 



	 	 

叢
䣍
騒	 

創
䣍
争	 

想
䣍
雑	 

䥹
字
は
沢
山
䥺	 

	 

斯
く
の
如	 

	 

発
言
容
易	 

意
味
不
明	 

	 

w
h
a
t	 

w
h
y
	 n
o
t	 

押
印	 

	 
	 	 

四	 



	 
日
々
旅	 

	 

比
べ
る
贅
沢	 

・
・
・
と	 

・
・
・
に	 

	 

喝	 

	 

漏
れ
た
思
い
を
掬
い	 

	 

書
く
と
は	 

苛
烈
な	 

対
峙	 

	 	 	 	 

五	 



	 	 

創
作
は
逸
脱	 

だ
が	 

だ
か
ら	 

	 

無
音
の	 

言
葉
と	 

	 

Le Bar 

	 

喧
騒
の
な
か
で	 

	 

書
く	 

	 	 

	 

六	 



	 

	 

ミ
ツ
キ	 

ミ
ツ
リ
シ	 

ミ
ロ
ミ
ロ	 

ミ
ル
コ	 

	 

名
前
の
氾
濫	 

	 

キ
䣺
䣹
シ
䣻
・
カ
䤀
ド
で	 

窓
口
で	 

	 

身
体
は
空	 

―
	 

雲
も
空	 

	 

倦
怠
の
整
列	 

	 	 	 



七	 

	 	 

無
い	 

	 
	 
	 
	 
	 

場	 

難	 外	 内	 異
な
る	 

	 
	 
	 
	 

場	 

	 	 	 	 	 	 	 	 

	 	 

	 八	 	 



	 Ici dem
eura 

D
e 1882 a 1827 

Jean C
apodistrias de C

orfu 
M

inistre de C
zar A

lexander I 
A

ux C
ongres de V

ienne et de Paris 
G

ouverneur elu de la G
rece affranchie 

C
itoyen de G

eneve et de Lausanne	 

	 

耳
障
り
な
音	 

	 

柔
軟
に
ベ
ク
ト
ル
き
か
せ
て	 

	 

デ
䣵
ア
ス
ポ
ラ
は
贅
沢	 

	 	 

	 

九	 
	 	 	 

時
間	 

	 

定
義
は
夢
想	 



	 
看
板
・
ネ
オ
ン	 

	 

い
く
ら
あ
䣬
て
も	 

	 

震
度
十	 

	 	 	 	 	 	 	 	 

	 	 	 	 	 	 

十	 
	 	 

	 



口
々
に	 

	 

え
？	 

	 

造
花
ば
か
り	 

	 

上
に
も
下
に
も	 

	 
	 
	 

	 

動
く
道	 

	 	 	 	 	 	 	 

十
一	 

	 
	 

	 	 



	 
お
子
様
ラ
ン
チ	 

	 

あ
䤀
あ	 

	 

た
だ
の
譫
言	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
	 	 

十
二	 

	 
	 



そ
う
䣬
と
䣍
そ
う
䣬
と	 

	 

そ
䣬
と
歩
い
て	 

	 

も
䣬
と
そ
う
䣬
と	 

	 

そ
れ
で
も
そ
䣬
と	 

	 	 	 	 	 	 	 

	 	 	 

十
三	 



	 

カ
䤀
メ
䤀
タ
䤀	 

右	 左	 

	 

お
喋
り	 

	 

あ
れ	 

こ
れ	 

宇
宙
論	 

	 	 	 	 	 	 	 

十
四	 



	 
テ
レ
カ	 

コ
ン
ビ
ニ	 

マ
ス
コ
ミ	 

パ
ソ
コ
ン	 

	 

企
み
の
夜	 

電
波
が
ア
レ
ン
ジ	 

エ
ト
・
セ
ト
ラ	 

	 

何
で
も
省
略	 

何
の
た
め	 

	 	 

	 	 	 	 

十
五	 



	 
あ
䤀
あ	 

	 

あ
い
つ
に	 

会
う
ま
で
・
・
・	 

	 

䥹
昼
下
が
り
䥺	 

	 

en
	 p
lein

	 ciel	 

	 	 	 	 	 

	 

	 	 

十
六	 



	 
職
人
の
町	 

	 G
enzi, K

enzi    
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 

䥹
註
・
溝
口
健
二) 

	 

青
柳
ま
ば
ら
な	 

川
べ
り
の	 

	 

祇
園
物
語	 

	 

思
い
出
お
ぼ
ろ
に	 

遠
い
衝
動	 

	 

子
供
た
ち	 

花
火
も
消
え
て	 

	 	 

は
ひ
ふ
へ
ほ
さ
え	 



難
し
い	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

	 

十
七	 



	 
義
務	 

調
整	 

	 

波	 ま
た
波	 

	 

生
の
領
域
は	 

曖
昧
に	 

	 

始
ま
り	 

向
か
う	 

	 	 	 	 	 

十
八	 



	 
イ
ン
ク	 

量
䣬
て	 

	 

あ
䤀	 

う
䤀	 

ん	 

	 

ま
る
い
印
象	 

	 

一
人
で
も	 

	 	 	 
	 

	 

	 	 	 

十
九	 



	 
回
文	 

revisited
	 

	 

倒
置
䣍
推
敲	 

	 

夜
の
カ
フ
䣷	 

重
な
䣬
た
椅
子	 

	 

ほ
䣬
と
し
て	 

本
屋
の
窓
に 

 < La revue m
usicale > 

	 
	 
	 
	 
	 

䥹
註
・
音
楽
及
び
美
学
に
関
す
る
高
名
な
雑
誌
䥺 

 ―
	 

芸
術
保
護
者
に
献
呈 

    



幸
運
な
教
授
た
ち 

記
憶
の
地
平
を
捨
て
て 

分
類
䣍
分
析
䣍
系
統
化 

 

詩
は 

第
一
印
象
と 

苦
難
の
歴
史 

           



二
十 

 
あ
！ 

 

た
だ 

 

そ
れ 

 

だ
け	 

 

        	 

二
十
一	 



	 	 

い
ろ
は
に
ほ
へ
ば	 

	 

く
り
く
り
カ
䤀
ル	 

	 

言
葉
舞
い
散
る	 

文
明
の
墓
地	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

二
十
二	 

	 



対
立	 

	 horace, H
orace 

 (

註
・
ホ
レ
ス
・
シ
ル
ヴ
䣴
䤀
は
黒
人
ジ
䣺
ズ
ミ
䣻

䤀
ジ
シ
䣺
ン
䣍
ホ
ラ
テ
䣵
ウ
ス
は
古
代
ロ
䤀
マ
詩
人
䥺	 

日
常
と	 

異
常
と	 

	 

デ
䣵
ス
ト
ピ
ア
の
探
求	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

二
十
三	 



	 	 

カ	 
	 

ギ	 
	 

お	 
	 

く	 
	 

れ	 
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白	 

	 

広	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 

場	 

	 

眼
は
嫌
う	 

	 

コ
ン
ビ
ニ
と	 

コ
マ
䤀
シ
䣺
ル	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

二
十
四	 



	 
く
つ
ろ
ぎ
の	 

コ
䤀
ヒ
䤀
時	 

	 

美	 微	 

	 

見
方
を	 

変
え
て	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 

二
十
五	 



	 
何
故 

 Form
ulla in R

estauro
	 

   

䥹
註
・
ウ
フ
䣵
ツ
䣵
美
術
館
所
蔵
䣓
オ
ル
フ
䣷
ウ
ス
・
詩
䣔
現

在
修
復
中
䥺	 

 Panel under R
estoration

       

O
rfeo (La poesia)          

   

 

フ
䣵
レ
ン
ツ
䣷
の
橋
は
無
関
心 

 

自
転
車
か
ら
落
ち
た
䣬
て 

 

川
の
流
れ
は 

時
の
最
小
公
約
数
へ 

 

希
望 

  

二
十
六 



 
世
俗
的 

 	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 

衝
突 

	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 

フ
䣻
䤀
ジ
䣼
ン 

 

表
現 

分
裂 

 

言
葉
の
為
替 

 

䥹
た
だ
の
贋
金
䥺 

 

マ
イ
ナ
ス
互
換 

    



二
十
七 

  Borgo D
e G

reci 
	 
	 

䥹
註
・
フ
䣵
レ
ン
ツ
䣷
市
内
ギ
リ
シ
䣴
人
コ
ミ
ニ
䣻
テ
䣵
䤀
䥺	 

 

䣓
嗚
呼
䣍
誰
そ
画
き
し
䣔䥹
註
・
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
䣹
サ
ン
ス
の
画
家
モ
ロ
の
自
画
像
に
書
か
れ
て
い
る
古
代

ギ
リ
シ
䣴
語
䥺 

 

見
事
な
輝
き 

	 
 

A
utoritratto – 

 

A
ntonio M

oro (1517-1576)	 
 

 

賞
賛
こ
そ
道 

 
          

二
十
八 



 
時
が 

時
の 

時
を 

時
よ 

 

書
け
ば
三
秒 

読
ん
で
一
秒 

          



二
十
九 

 
拍
手
喝
采 

文
学
賞 

 

そ
れ
に
霊
感 

 

で
も 

詩
は
虚
空 

          

三
十 



 
目
映
い
光 

伝
統
に
学
ん
で 

自
由 

 

た
だ 

句
読
点 

 

ミ
カ
座
の	 

	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 

䥹
註
・
ミ
カ
は
鉱
石
䥺 

繊
細
な 

傾
き 

 


